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研究ノート
ペッシャ町立図書館所蔵の「シスモンデイ・
コレクション」の成立過程 (2・完）
小 池 溺
I. はじめに
I. ペッシャ町立図書館所蔵の「シスモンディ・コレクション」に関連する疑問
（以上，本誌第44巻第6号）
II. シスモンディからペッシャのデスイデーリ家への遺贈
IV. デスイデーリ家からペッシャ町立図書館への移管 （以上，本号）
II. シスモンディからペッシャのデスイデーリ家への遺贈
ジュネーヴに生まれ育ちジュネーヴを拠点として活動したシスモンディ
は， 1842年6月25日， 1人も子を遺すことなくジュネーヴ郊外のシェーヌに
没した。彼の蔵書とのちのイタリアの研究者たちのいわゆるシスモンディ文
書との一部分は，そのときすでにペッシャ郊外のヴァルキューサの屋敷のほ
うに保存されていた。
たとえば，シスモンディが彼の存命中に両親と妹から受け継いだ書類など
がそうであった。シスモンディの父親ジェデオン (Gedeon-Fran~oisSimon-
de)は，波乱に富んだ経歴の持ち主であった。彼は， 1778年まではカルヴァ
ン派の牧師の職にあった。そして1782年からの10年間は，ジュネーヴ共和国
の「二百人会議」のメンバーとして貴族派の政治に関与した。さらに，ジュ
ネーヴ革命が終息したかにみえた1794年に家族とともに亡命先のイギリスか
ら帰国したあとにおいては，今度は営利事業に手を染めるようになった。そ
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のために，ジュネーヴに恐怖政治が始まったときには彼の一家は革命派から
はもとより貴族派からも辛酸をなめさせられることとなった。家族会議を開
いてトスカーナ大公国への亡命を決定したゆえんである I)。1795年， 22歳のシ
スモンディはその母親アンリエットゥと妹サラに付き添ってジェデオンより
一足先にアルプスを越え，安住の地を求めてしばしさまよったのちにペッシ
ャに辿り着いた。さらに 2年後の1797年には，ヴァルキューサの屋敷つき農
園を購入してそこに一家4人で移り住んだ。と思いきや，サラがその翌年に
ペヅシャの貴族アントーニョ・コースイモ・フォールティ (A ・ntomo Cosimo 
Forti)との結婚のために家をでた。シスモンディ自身もまた1799年に反革命
派によって逮捕され， トスカーナからの永久追放令を受けて明くる年には後
ろ髪を引かれる思いでジュネーヴにひきあげていった。だが，入れ代わりに
ジェデオンが最終的にヴァルキューサに舞い戻ってきた。2)彼は，爾後の余生
をアンリエットゥの傍らで静かに送り， 1810年にその地で死去した。彼の遺
産を一手に引き継いだアンリエットゥも1821年に同じ屋敷でとわの眠りにつ
いた。それに伴って 2人の持ち物の一切合財が，シスモンディの手に落ちた。
やがて1836~38年のヴァルキューサ訪問中の彼のも9 とには，その直前の年に
1) Cf. Jean-R. de Salis, Sismondi, 1773-1842, la vie et l'ceuvre d'un cosmopolite 
philosophe, Paris, 1932, pp. 11-28; Federico Patetta,'Giovanni Carlo Leonardo de 
Sismondi e Francesco Forti,'negli Studi su G. C. L. Sismondi, raccolti per i Primo 
centenario de/la sua morte (1942), Roma e Bellinzona, 〔1945,〕p. 〔399〕．
2)シスモンディ一家のトスカーナヘの亡命の旅と 1800年までの時期におけるそこでの
彼らにとっての出来事とについては，つぎの諸文献を参照。 MarcoMinerbi, Introdu-
zione alla sua edizione di J. C. L. Sismondi, Recherches sur !es constitutions des 
peuples libres, texte inedit, Geneve, 1965, pp. 10-15; Paul Waeber, Sismondi, une 
biographie, tome 1, Geneve, 1991, pp. 193-347. ただし，サラの婚姻の時期と結婚相手
の出自とにかんしてはつぎの諸文献を参照。MargheritaChiostri, Valchiusa racconta . , 
uno sguardo al pa,sato, un fiorire di memorie, Pescia, 〔1989,〕p. 31; Giuseppe Ansaldi, 
'Francesco Forti,'nei suoi Genni biografici dei personaggi ilustri de/la citil di Pescia 
e suoi dintorni, 〔ristampadell'edizione di Pescia, 1872,〕Bologna, 〔1969,〕pp.429 
-430. 
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亡くなったサラの日記などの遺品が届けられることとなった3)。彼は，こうし
て受けとった両親と妹の遺産の中から日記や書簡等の書類のみをとりだして
それらをひとまとめにしたうえでジュネーヴに運び去るというようなことは
ついにしなかった。彼がその両親と妹から引き継いだ書類は，ほとんどすべ
てがヴァルキューサの屋敷に保存されたままとなったのである。
また，シスモンディの蔵書と彼自身の筆になる原稿その他の書類との一部
分についても同様のことがいえる。上述のように，シスモンディは1795年か
ら1800年までの間はトスカーナに亡命していた。その間には彼は，同地から
の永久追放の判決をいい渡されていた。だがしかし， 1801年のリュネヴィル
の和約のおかげでトスカーナの政治情勢が変化し，シスモンディにとっては
再びそこに足を踏み入れることが可能となった。そのために彼は， 1803年か
ら1838年までの間においても枚挙にいとまがないほど頻繁にトスカーナを訪
れた。先の亡命のときをも含めてトスカーナに赴く際には，いつでも彼は何
冊かの蔵書を携えていた。それらの蔵書の一部分は，少なくとも1825年11月
以降は，彼によってヴァルキューサの屋敷のほうに置き去りにされた。しか
も彼は，自著を出版するたびにその一部をアンリエットゥに，そして彼女の
死後は恐らくサラに送ることにしていた。それは， 1つにはペッシャに暮ら
していた彼女らとサラの子どもたちに，とりわけフランチェスコ (Francesco
Forti)に自由に利用してもらうためであった4)。シスモンディにしてみれば，
ペッシャというところはたんに自分にとっての「第二の故郷」であったばか
3)サラの没年についてl日稿では，モジョンによって筆写されたシスモンディの日記に依
拠しながらそれを「1834年」と記していた。 Cf.小池 溺「シスモンディ研究序説—
シスモンディの生涯と彼の遺産（上）」，『関西大学経済論集」第42巻第6号， 1993年3
月， 214ページ。だが本稿においてはそれを，とくにつぎの文献に依拠して「1835年」と
訂正することにする。 Patetta,op. cit., pp. 406-407. 
4) Cf. lettre de Sismondi a Francesco Forti, CMne, 19 novembre 1825, riprodotta dal 
Patetta, ibid., p. 417. 
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りでなく，知性と文化に欠けた「死者の国」5)でもあったのである。またとく
に1820年代には，彼はその甥の 1人フランチェスコにたいして，できれば自
分のあと継ぎとなって欲しいとの期待を抱いていたのでもある6)。だが，シス
モンディがみずからの蔵書を持参したり著書を送ったりしてヴァルキューサ
のライブラリーを充実させた主たる理由は，それらを自分自身で利用しよう
と考えたからであった。実際彼は，ヴァルキューサの屋敷に滞在していた間
に手もとのさまざまなジャンルの本を読んで，抜き書きや要覧やコメント等
を作成するとともに，それらの文書をも資料として活用しながら習作や雑誌
論文や著書などのための原稿を執筆した。こうしてつくりだされた書類の一
部分もまた，彼によって自宅には持ち帰られずにヴァルキューサの屋敷に残
されたままとなったのである。
5) Lettre de Sismondi a Auguste de Stael, Florence, 23 juillet 1807, dans G. C. L. 
Sismondi, Epistolario raccolto, con introduzione e note, a cura di Carlo Pellegrini, vol. 
1, Firenze, 〔1933,〕p. 166. この衝撃的な一句の直前にはつぎの一文が配置されている。
すなわち，「ペッシャには思想も感情も会話もなく，この世に属するものはなにひとつな
いのです」 Uoc.cit.) , と。また，それより 2週間前に書かれたスタール夫人あての手紙
の中にはつぎのような一節もみいだされる。「愚かさと下品さがペッシャにおいては本当
に言語に絶するほどなのです」 (lettrede Sismondi a Madame de Stael, Pescia, 9 juillet 
1807, dans l'Epistolario, vol. I. p. 163), と。
6) Cf. lettre de Sismondi a Francesco Forti, 17 octobre 1824, dans l'Epistolario, vol. 3, 
Firenze, 〔1936,〕pp. 9-12; idem, 19 novembre 1825, riprodotta dal Patetta, op. cit., 
pp. 415-418; idem, 28 janvier 1827, 28 decembre 1828, et 22 avril 1829, respectivement 
dans l'Epistolario, vol. 3, pp. 43-46, 61-64, et 67-70. また，シスモンディが 1824年に
作成したといわれる追言状をも参照。それはつぎの文献に収録されている。 Paul-E.
Martin,'Un testament inedit de Sismondi (1824),'dans les Studi su G. C. L. 
Sismondi, pp. 375-378. ここにおいてはフランチェスコが，条件つきながらシスモンデ
イの遺産相続人の 1人に指定されているのである (cf.ibid., p. 377)。ちなみに，この遺
言状を公にしたマルタンによれば，フランチェスコは彼が死ぬ2年前の 1836年に作成さ
れた同じシスモンディの別の遺言状においては遥かに小さな扱いしか受けていないとい
うことである (cf.ibid., p. 379)。それにはシスモンディのフランチェスコ観の変化が関
係しているに相違ない。その変化についてはさしあたりつぎの諸文献を参照されたい。
Giuseppe Calamari,'Francesco Forti nel giudizio dei contemporanei,'Bullettino 
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さらにその屋敷には， 1842年の「春」7)というよりもむしろ初夏に，シェー
ヌのシスモンディの自宅のほうから彼自身によって新たな蔵書と書類が送ら
れていた。同年の 5月14日，彼はフィレンツェ在住の友人ヴューツソー(Jean
-Pierre Vieusseux) に手紙を書いて，「ひどい健康状態のために……当面は
医者から面会を禁じられています」と近況を知らせたあと，みずからの「蔵
書」と「手稿および家族文書Jとを「2つの木箱」に入れて「マルセーユ経
由」の船便により「ペッシャに送る」旨を伝えると同時に，その送り方の件
にかんして問い合わせをした8)。といっても彼は，必ずしもサリスや吉田らが
解説するように，「トスカーナに帰ることもペッシャに眠る両親，妹の傍らで
storico pistoiese, vol. 41, n. 1, 1939, pp. 〔3〕ー14;Patetta, op. cit., pp. 〔397〕ー437. なお，
つぎに掲げる文献には，「彼女〔サラのこと一―引用者〕は 2人の息子……を亡くしてい
たが，そのうちの 1人はシスモンディに，あと継ぎとしては自分の甥がいるとの期待を抱
かせた青年であった」というくだりがみられる。〔M110de Montgolfier,〕'Vieet travaux 
de Charles de Sismondi,'precedant l'ceuvre posthume de J. C. L. de Sismondi, 
Fragments de son joumal et correspondance, Geneve et Paris, 1857, p. 47. だがそれ
は，執筆者であるモンゴルフィエの思い違いであろう。なぜなら，サラの 5人の息子のう
ち，彼女よりも先に亡くなったルイージ (LuigiForti) とカルロ (CarloForti)のどち
らかにシスモンディが何らかの期待を抱いていたという形跡はこれまでのところどこに
もみあたらないからである。と同時にフランチェスコがこの世を去ったのはサラの死の
3年後，つまり 1838年のことであったからでもある。これらの点についてはつぎの諸文
献を参照。〔Anonimo,〕 Eniichetta Desideri, nata Forti, Pescia, 1876, p. 8; Ansaldi, 
op. cit., p. 419; Chiostri, op. cit., pp. 32 e (226〕．最後に， トスカーナないしイタリアの
地に法律学者としてその名を残したフランチェスコの生涯と著作については，つぎの 2
点がいまなお基本的な文献とされているようである。 FrancescantonioMori,'Intorno 
alla vita ed agli scritti di Francesco Forti,'premesso all'opera postuma di Francesco 
Forti, Libガduedelle istituzioni civili, Firenze, 1840; L. Sanminiatell, Prefazione agli 
Scritti vari di Francesco Forti, Firenze, 1865. 
7)吉田静ー「異端の経済学者一ーシスモンディJ,新評論， 1974年， 32ペー ジ。
8) Cf. lettre de Sismondi a Jean-Pierre Vieusseux, 14 mai 1842, reproduite d'abord 
partiellement par A. Frenes,'Jean-Pierre Vieusseux d'apres sa correspondance avec 
J.-C.-L. Sismondi,'dans la Revue internationale, 5e annee, tome 17, Rome, 1888, pp. 
267-268 et tirage a part, Rome, 1888, pp. 154-155, puis integralement par C. Pelle-
grini, Epistolario raccolto de! Sismondi, vol. 4, Firenze, 〔1954,〕pp. 392-393. 
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ともに眠ることももはや不可能であることを悟り」9)つつ「せめてもの思いを
こめて，本，草稿，書簡の類を，ペッシャに送」10)ることにしたというわけで
はなかった。シスモンディがそうしようと決意した理由は，同じ手紙によれ
ば，少なくとも彼自身にとってはもう少し現実的なものであった。すなわち
彼は，なおも「9月1日に」夫人とともにもう一度「ペッシャに旅だつつも
りで」いたばかりか，「70歳以降の静修期間」をヴァルキューサの屋敷で過ご
すことができると信じてさえいたのであって，やがてそのときに「自分自身
が，ないしは自分の相続人たちが利用することになるであろうと思われる本」
や書類を「前もって送っておきたい」と考えたにすぎなかったのである II)。発
送の手続きは，恐らく 5月末か6月初めにとられた。というのも彼の義弟のア
ントーニョ・フォールティの手紙にはつぎのような一節がみられるからであ
る。「私は〔6月〕 15日に彼〔シスモンディ〕に返事を書いて，彼の本を内容物
とする木箱 1個がリヴォルノから届いたということを知らせてあげた」12),
9) Salis, op. cit., p. 463. Cf. 吉田静ー「シスモンディ紀行回」，神奈川大学『商経論叢』
第9巻第3号， 1973年1月， 164ページ（同，前掲書， 136ペー ジに再録）。
10)吉田，同上論文， 164ページ（同上書， 136ページに再録）。 Cf.Salis, ibid., p. 463. 
1)前注8に掲げた文献を参照。ただし「70歳以上の静修期間」という言葉はつぎの文献か
ら借用したものである。 LeoNeppi-Modona,'Pellegrinaggio ad una celebre villa di 
Pescia,'Luci toscane, n. 5-6, agosto-settembre 1959, p. 50. いずれにせよ当時のシスモ
ンディは，本気でヴァルキューサの屋敷を再訪することができると信じていたらしい。そ
れが証拠に彼は， 1842年の 3月末までにその屋敷をかなりの程度「補修」してもらって
いた。この点についてはつぎの手紙を参照。 Lettrede Sismondi a Antonio Cosimo 
Forti, Ch@ne, 27 mars 1842, dans I'Epistolario, vol. 4, p. 385. 
12) Lettre d'Antonio Forti, reproduite en partie par Henri de Ziegler,'La vieillesse de 
Sismondi,'dans Jes Studi su G. C. L. Sismondi, p. 366. この手紙の公表によってカラ
マーリの見解は部分的な修正を余儀なくされた。なぜなら彼は，つぎに掲げる文献におい
て，「その〔ヴューッソーに依頼の手紙を書いた〕直後の6月25日に〔シスモンディが〕
急死したことから彼の蔵書や書簡はジュネーヴに残されたままとなってしまった」と述
べていたからである。 GiuseppeCalamari,'Fondo Sismondi,'negli Inventari dei 
manoscritti delle biblioteche d'Italia, a cura di Albano Sorbelli, vol. 60, 〔ristampa
dell'edizione di Firenze, 1935,〕〔Firenze,〕1968, p. 〔75〕．
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と。その「知らせ」をシスモンディは目にすることができたのであろうか。
いずれにせよ彼が没したときには，すでにヴァルキューサの屋敷には彼の両
親と妹の書類だけではなくして彼自身の蔵書と手稿その他の文書類も保存さ
れていたのである。
それらの文献遺産は，シスモンディの姪の 1人工ンリケッタ (Enrichetta
Desideri, nata Forti)とその夫フィリッポ・デスイデーリ (FilippoDesideri) 
によって相続された。シスモンディの妹サラとアントーニョ・フォールティ
との間には 8人の子どもが生まれたがそのうちの 3人は両親に，そして前述
のフランチェスコを含む別の2人は父親に，それぞれ先立った。したがって
フランチェスコの葬儀が営まれた1838年2月の時点においては，アントーニ
ョにはもはや長男のピエトロ (PietroForti) と末子のマリアンナ (Marian-
na) と次女のエンリケッタの 3人しか家族は残されていなかった。13)父親の
意を体して早くからカトリック教の修業の道に進んだピエトロは，当時はみ
ずから「修道院長」の地位にまで昇っていた。独身であったことはいうまで
もない。 14)また，父親の鍾愛のもとに育ったマリアンナは，すでにペッシャの
富裕な貴族ラッファエッロ・ガンバリーニ (RaffaelloGambarini) との幸せ
な結婚生活を送っており，しかもそのことによって大いに虚栄心を満足させ
13)アントーニョ・コースイモ・フォールティの家族の生死については，つぎの諸文献を参
照。 Chiostri,op. cit., pp. 31-34, 55 e⑫2釘；〔Anonimo,〕Enrichetta Desideri, pp. 8-9; 
Ansaldi, op. cit., pp. 419 e 425-426; Patetta, op. cit., pp. 406-407 e 410; Paul Waeber, 
'Sismondi et Le presbyt伍re: une convergence,'Bulletin de la Societe d'etudes topfiむ
iennes, n°17, septembre 1988, p. 2, n. I. 
14) ピエトロ・フォールティについては，とりわけつぎの諸文献を参照。〔Anonimo,〕
Eni-ichetta Desideri, p. 9; testament de J. Ch. Leonard Simonde de Sismondi, du 1•r 
janvier 1839, reproduit par Jean-R. de Salis, Sismondi, 1773-1842, letres et docu-
ments inedits, suivis d'une lisle des sources et d'une bibliographie, Paris, 1932, pp. 37 
-38. 
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られた父親からは彼の遺産の相続人の 1人に指定されていた15)。ところがエ
ンリケッタときたら，とりわけ宗教と政治思想の点で父親との折りあいが悪
かった亡き母サラヘの追慕の情をいまだに断ち切れずにいただけではなく，
父親の意に反してペッシャのプルジョワ出身の医師フィリッポ・ デスイデー
リとの結婚に踏みきったばかりでもあった。おまけに彼女は，そのために父
親によって彼の遺産の相続権を剥奪されていた。これらのことから，彼女た
ちの伯父であるシスモンディにとってはなかんずくエンリケッタがますます
いとおしい存在となってきた。彼は， 1830年代前半にフランチェスコに見切
りをつけると同時にエンリケッタのほうに目をかけ始めていたのであるが，
その彼女がフィリッポ・デスイデーリと結婚したあと，ないしはフランチェ
スコが死んだあとにおいては彼女ら姪夫婦をあたかも自分の子どもであるか
のごとくに慈しむようになったのである。 1839年 1月1日，シスモンディは，
みずからの以前の遺言状や遺言補足書はすべてこれを撤回し無効とすると宣
言しつつ新たな，そして彼の生涯最後のものとなる遺言状を作成して，彼自
身の遺産の相続人の中でのデスイデーリ夫妻の，わけてもエンリケッタの比
重を大幅に増大させた。彼の死後にはこの遺言状と1842年6月付の 2通の遺
言補足書とに基づいて遺産が分配され，フィリッポ・デスイデーリは「100エ
キュ」の現金のほかにヴァルキューサの屋敷に保存されていた「蔵書」の全
部を，またエンリケッタは同じヴァルキューサの「農園」や「屋敷」などの
ほかにそこにみられた手稿・書簡等の文書のすべてを，それぞれ受けとるこ
ととなった。 16)2人は，その中のごく一部の書類についてはこれを故人の遺志
15) Cf. lettre de Sismondi a Antonio Cosimo Forti, Pescia, 14 fevrier 1838, dans 
l'Epistolaガa,vol. 4, p. 182; Mirena Bernardini Stanghellini,'L'Archivio Sismondi 
nella Biblioteca civica di Pescia,'negli Atti del colloquia internazionale sul Sismon-
di, (Pescia, 8-10 settembre 1970), Roma, 1973, p. 〔247),n. L 
16) これらの点についてはつぎの諸文献を参照。〔Anonimo,) Enrichetta Deside1i, p. 4 e 
passim; lettre de Sismondi a Jean-Pierre Vieusseux, Chene, 14 decembre 1833, dans 
l'Epistolario, vol. 3, pp. 210-211; Patetta, op. cit., pp. 400-402 e 419-423; Stanghellini, 
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にしたがって焼却した17)とはいえ，基本的にはそれらの文献遺産をみずから
の移り住んだヴァルキューサの屋敷にそっくりそのまま保存し続けたのであ
る。
だがしかし，ペッシャのデスイデーリ夫妻がシスモンディから相続した文
献遺産は，上に述べたものだけではなかった。彼らは，シェーヌのシスモン
ディの自宅のほうに残されたままとなっていたそれをも引き継いだのであ
る。前述のように，死ぬ直前のシスモンディはシェーヌの自宅に保存してい
た彼自身の蔵書と手稿・書簡類とを 2つの木箱に入れてペッシャに送るつも
りでいながら実際には 1箱分しか送ることができなかった。残りのものは彼
の没後，夫人のジェスイー・アレンによって管理されることになった。彼女
の個人的な立場からすれば，その中には容易に手離したくない書類もあった
であろう。だがジェスイーは，亡き夫によってつとに「遺言執行人」に指定
されていた。その遺言によれば，「彼女が生きている間は」亡夫の「一切の所
有物を自由に使用しうる」けれども彼女が「死んだあとにおいては」彼女の
義理の姪である「エンリケッタ」がシスモンディの遺産の「包括相続人」と
なる，ということであった。18)そこでジェスイーは，ェンリケッタとの間で頻
繁に手紙をやりとりしたあげく，ついに懸案の蔵書と手稿・書簡類とをデス
foe. cit.; Chiostri, op. cit., pp. 32-35 e 55-56; J.C. L. de Sismondi,'Instructions pour 
Mr. et Mad.e Desideri pour !'administration de la campagne de Valchiusa,'re-
produites par Chiostri, ibid., p. 97; testament de Sismondi, du 1 erjanvier 1839, pp. 
〔35〕ー39;codicilles de Sismondi, du 13 juin 1842 et du 21 juin 1842, reproduits par 
Salis, Sismondi, 1773-1842, lettres et documents…, p. 39. なお，つぎの文献において
はマリアンナの存在がまったく無視されている。 (Montgolfier,〕op. cit., p. 52. だがシ
スモンディはそのマリアンナとピエトロにたいしても，現金のみであったとはいえみず
からの遺産を割り当てていたのである。
17) Cf. 小池 形「シスモンディの『遺産』の構成上の変化と行方 1932年まで」，『関
西大学経済論集」第44巻第5号， 1995年 1月， 165~168ページ。
18) Cf. testament de Sismondi, du 1er janvier 1839, pp. 36-37. 
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イデーリ夫妻のもとに送ることにしたのである19)0
といってもデスイデーリ夫妻は，シェーヌのシスモンディの自宅に残され
ていた彼の文献遺産のすべてを受けとったわけではなかった。ジェスイーは，
彼女の管理のもとに置かれていたその種の遺産の大半をペッシャのデスイデ
ーリ夫妻あてに発送するかたわら，あまり重要ではないと思われた若干の手
稿をジュネーヴのごく親しい友人たちに分け与えた。そうしてみずからは亡
夫の日記や彼の母親あての手紙の下書きなどといったきわめて私的な性格の
書類を携えて母国イギリスにひきあげてゆき， 1853年3月3日にその地から
夫のもとへ旅立った。あとに残されたシスモンディの書類のうち，日記はジ
ェスイー自身の遺志に基づいてただちに灰にされた。また手紙の一部分は彼
女の実の姪ら，イギリス在住の親族の手に渡った。そしてその他のものは，
ジェスイーの妹たちによってペッシャのエンリケッタのもとに送られたので
ある。20)
以上のようにしてペッシャのデスイデーリ夫妻は，シスモンディの死の時
点ですでにヴァルキューサの屋敷に保存されていた蔵書と書類ばかりでな
く，シェーヌの彼の自宅のほうに残されていた文献遺産の大部分をも受け継
19)この点については，とりわけつぎの文献を参照。Calamari,'FondaSismondi,'p. 〔75〕．
20)これらの諸点についてはつぎの文献を参照。 NormanKing et Jean-Daniel Candaux, 
'La correspondance de Benjamin Constant et de Sismondi (1801-1830),'Revue euro-
peenne des sciences sociales, tome 18, n°50, p. 85. とくにジェスイー・アレンの死とそ
れに伴うシスモンディの日記の焼却とにかんしては，前注17に掲げた拙稿の 162~165
ページを参照されたい。なお，つぎの文献においてはジェスイーの没年が「1850年」と
記されているが，これは正確ではない。H.0. Pappe,'The Significance of the "Raccolta 
Sismondi" at Pescia for the Interpretation of Sismondi's Life and Work-Prolegom-
ena to a New Biography,'in Atti del colloquia internazionale sul Sismondi, p. 〔159〕．
同様に，つぎの文献には「エンリケッタ……は 1850年にシスモンディの全遺産を受け継
いだ」と記されているが，これもまた正確な記述であるとはいいがたい。 PascalVillari, 
'Une conversation de Napoleon 1•r et de Sismondi,'Revue historique, 1r• annee, tome 
1, janvier-mars 1876, fasc. 1, p. 239. 
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いだ。そうしてそれらのものを，わけても手稿や書簡などの書類をヴァルキ
ューサの屋敷に大切に保存したのである。
IV. デスイデーリ家からペッシャ町立図書館への移管
(i) 1870年代から1931~34年まで
エンリケッタとフィリッポ・デスイデーリとによってヴァルキューサの屋
敷に温存されていたシスモンディの文献遺産は， 1870年代に彼女らの長男カ
ルロ・デスイデーリ (CarloDesideri)の手に委ねられた。フィリッポが卒中
の発作に見舞われたときにはすでにエンリケッタのほうもひどい中風に悩ま
されていた。恐らくそのためであろう。彼女の懸命な介護のかいもなくフィ
リッポが空しくなった頃からは，彼の持ち物だけではなしにエンリケッタ自
身の財産までもがカルロによって管理されるようになった。それらのものが
さらに， 1876年7月におけるエンリケッタの死に伴って形式的にもカルロの
掌中に帰することとなったのである。21)
ヴァルキューサの屋敷の差配人としてのカルロ・デスイデーリは，シスモ
ンディの文献遺産へのアクセスを試みる研究者たちを鷹揚な態度で迎え入れ
ていた22)。そうした研究者の 1人にヴィッラーリがいた。彼は，シスモンディ
21)エンリケッタとフィリッポ・デスイデーリとの家族の構成，両者の病と死については，
それぞれ，つぎの文献を参照。 Chiostri,op. cit., p. 〔226〕, 〔Anonimo,〕Enrichetta 
Desideri, pp. 10-11 e 14. 
22)つぎに掲げる文献には，「カルロ・デスイデーリはヴァルキューサの屋敷もろともシス
モンディの文書を相続して研究者たちに気前よく門戸を開いていた」と記されている。
Mirena Bernardini Stanghellini, L'Archivio Sismondi nella Biblioteca civica di 
Pescia, 〔loscritto destinato al colloquia internazionale sul Sismondi e conservato 
nella Biblioteca Comunale di Pescia, 1970,〕p. 4; idem, op. cit., 1973, p. 249. だがそ
れは，誤解を招きかねない表現であろう。なぜなら，カルロが「ヴァルキューサの屋敷も
ろともシスモンディの文書を相続」したのはエンリケッタの死後，すなわち上注21の最
後に掲げた文献の中の信憑するに足る記述によれば「1876年 7月29日午前 2時」
(〔Anonimo,〕op. cit., p. 14)以降のことであるのにたいして，彼が「研究者たちに気
前よく門戸を開いた」のはそれ以前のことであったからである。
37 
668 闊西大学『経済論集』第46巻第6号 (1997年3月）
の文書類の中に「ナポレオンの談話」と題する手書きの原稿をみいだしてそ
れを「ナポレオン一世とシスモンディとの対話」と改題のうえ1876年発行の
『歴史評論』創刊号に公表すべく編集長あてに送る際に，手紙を書き添えて
つぎのように述べていた。すなわち，「数年前にモンテカティーニ〔ペッシャ
の東方約7キロ・メートルに位置する温泉つき保養地として有名な町〕の土
を踏みながら私は，最良の友人の 1人……カルロ・デスイデーリの住む……
シスモンディの屋敷を尋ねるためにペッシャに詣でることを思い立った。彼
は親切このうえないことにすべての手稿を私にみせてくれた」23), と。実際ヴ
ィッラーリは，それら「すべての手稿」の「概括的なリスト」を作成してい
たのであって，その「リスト」を同じ手紙の末尾に掲げさえもした24)。これら
のことからもわかるように，カルロ・デスイデーリは1870年代前半のある時
期までは，ヴァルキューサを訪れる研究者にたいして気前よく門戸を開いて
いたのである。
だがしかし，最近のイタリアの研究者スタンゲッリーニによれば，カルロ・
デスイデーリはやがて，「たった 1通しか存在しなかったシスモンディあての
ナポレオン一世の自筆の手紙がなくなっていることに気づく」結果となり，
その後は研究者にたいして「警戒心」を抱くようになった25)。ちなみにその「ナ
ポレオン一世の自筆の手紙」については， 1931年7月に当時のペッシャ町立
図書館長マニャーニが，「〔それは〕ヴィッラーリによって持ちだされたきり
返却されることがなかったのであろう」26)と報告している模様である。
23) Villari, op. cit., p. 239. 
24) Cf. ibid., pp. 241-242. 当該「リスト」の拙訳は，本稿前編の 95~97ページに掲載さ
れている。
25) Cf. Stanghellini, op. cit., (1970,〕p. 4; 1973, p. 249. 
26) Carlo Magnani,'II fondo Sismondi,'relazione sullo stato de! fondo, datata Pescia 
8 luglio 1931 in Documenti inediti riguardanti le carte Sismondi, e citata dallo 
Stanghellini, ibid., 1973, p. 250 n. 4. 
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カルロをはじめとするデスイデーリ家の人々の「警戒心」にもかかわらず，
ヴァルキューサの屋敷からはシスモンディあての手紙がさらに何点か姿を消
していった。たとえば，「1831年4月27日付のマッツィーニの手紙」と「1835
年6月25日付のナポレオン・ルイ・ボナパルトの手紙」とがそうであった。
この 2点は，少なくとも1873年の時点においてはまぎれもなくその屋敷にみ
いだされえた。というのも，同年にはカルロ・デスイデーリがみずからその
手紙を地方紙『ラ・ヴァルディニェーヴォレ』に公表していたからである27)。
また，先と同じスタンゲッリーニの調査研究に依拠するなら「1824年6月15
日付のフォスコロ (NiccoloUgo Foscolo)の手紙」についても同様のこと
がいえそうである。彼女はこう述べている。すなわち，「1874年に新聞〔『ラ・
ヴァルディニェーヴォレ』〕の編集の仕事から手を引くと同時に町民の相互啓
発のためのクラブに関与して，当時はペッシャの町でも支配的であった非識
字をなくすことをめざすようになった」「地元の技術学校の物理学教師……カ
ルロ・デスイデーリは」，「1876年，外務省に所属するドメーニコ・ビアンキ
ーニ (DomenicoBianchini)から1815年5月18日付……のシスモンディあて
のフォスコロの手紙の写しを受けとり，その返礼として彼のほうはビアンキ
ーニに1824年6月15日付……のシスモンディあてのフォスコロの……手紙の
写しを送った。それをビアンキーニは「バレッティ (Baretti)』紙の第8年度
の第40~41(1876年7月6日）号に公にしたのである」28), と。この解説によ
れば，そもそもビアンキーニは「1815年5月18日付……のシスモンディあて
のフォスコロの手紙」の現物またはその「写し」をいつごろにどのような筋
27) Cf. lettera de! Mazzini al Sismondi, Marsiglia, 27 aprile 1831, e lettera di 
Napoleone Luigi Bonaparte al Sismondi, Arenenberg, 25 giugno 1835, 
rispettivamente, La Valdinievole del 22 febbraio 1873, n. 8, e de! 29 marzo 1873, n. 13, 
citate dal Calamari,'Fondo Sismondi,'p. 77 n. 1, e p.76 n. 1. これらの手紙と『ラ・
ヴァルディニェーヴォレj紙とについてはつぎの文献をも参照。 Stanghellini, ibid., 
〔1970,〕p. 4; 1973, pp. 249-250 e p.250 n. 5. 
28) Stanghellini, ibid., 〔1970,〕p. 5; 1973, p. 250. 
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から手に入れたのかという疑問が生ずる反面，「1824年6月15日付……のシス
モンディあてのフォスコロの……手紙」は1876年の時点においては確かにカ
ルロ・デスイデーリの手もとに，いいかえるならヴァルキューサの屋敷の中
に存在していたということになるであろう。だがしかし，同じ屋敷からペッ
シャ町立図書館のほうに移管された手稿・書簡類の目録29)には，以上の 3点の
手紙はいずれも採録されてはいない。「1831年4月27日付のマッツィーニの
手紙」と「1835年6月25日付のナポレオン・ルイ・ポナパルトの手紙」とは
1873年以降，また「1824年6月15日付のフォスコロの手紙」は1876年以降，
それぞれ問題の移管の時期までの間にヴァルキューサの屋敷から消え去って
しまったに相違ない。
1870年代半ば以降のヴァルキューサの屋敷におけるシスモンディの文献遺
産の管理は，一体どうなっていたのであろうか。つぎにこの点を，主として
スタンゲッリーニに拠りながらみてゆくことにする。 1876年にヴァルキュー
サの屋敷の主となったカルロ・デスイデーリは， 1879年， 20歳になったばか
りの夫人マリーア・バルトロッツィ (MariaBartolozzi) と生後数ヵ月の女
児エンリケッタ (Enrichetta)とを遺して早世した。やがて，幼いエンリケッ
タがその父親のあとを追った。したがってヴァルキューサの屋敷とそこにみ
られた一切のものは，マリーアの手に落ちることになった。だが，悲しみに
うちひしがれた彼女はヴァルキューサにいたたまれなくなって，父親の家に
ひきあげてしまった。 2年後，彼女はカルロ・チェッキ (CarloCecchi) と
再婚した。この男性は律儀な紳士であった。彼はマリーアの父親と同様に，
ヴァルキューサの屋敷とそこに保存されていたシスモンディの文献遺産とを
デスイデーリ家に返還すべきであると主張した。これを機に，それらのもの
はカルロ・デスイデーリのただ 1人の弟ピエトロ (PietroDesideri)の手に
29) Aldo G. Ricci,'L'Archivio Sismondi,'Archivi e cultura, rassegna dell'Associazione 
naz. archivistica italiana, XIII, gennaio-dicembre 1979, pp. 108-139. 
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渡った。しばらくしてピエトロは，シスモンディあての著名な人物の手紙が
何点もなくなっていることに気がついた。義姉のマリーアに事情を尋ねても，
そのようなものは一度もみたことがないのであるから自分にはわかるはずが
ないとの返事が返ってくるばかりであった。そこで彼は，懸案となっている
手紙は先のナポレオン一世の手紙と同じ運命をたどったのであろうと考えて
兄以上にヴァルキューサの書斎の扉を開きたがらなくなった。ピエトロのこ
の頑な警戒心はヴァルキューサの屋敷の全体とともに，彼の 2人の娘たちに
よって受け継がれた。とはいえ彼女らは，友人であるマニャーニ本人と彼ま
たは従兄のジューリョ・パラーミデッスイ (GiulioPalamidessi)から紹介さ
れたイタリアのごく少数の研究者とにたいしてだけは門戸を開いた。おかげ
で屋敷内の蔵書，手稿，書簡類のかけがえのなさを逸早く認識しえたマニャ
ーニとペッレグリーニ (CarloPellegrini)らの研究者のほうは，散逸を防ぐ
ためにもそれらの文献を図書館に譲り渡してはどうかとデスイデーリ姉妹に
もちかけると同時に，その提案を検討するのに必ずしも吝かではないように
みえた彼女らをイタリアの幾つかの図書館に紹介することにもなった。30)
こうして，デスイデーリ家のいわば家宝としての扱いを受けてきたシスモ
ンディの文献遺産の譲渡をめぐる話しあいが始められた。その話しあいは難
行し，長期にわたった。理由は 2つあった。 1つはシスモンディにたいする
畏敬の念から，生前の彼が後生大事にしていたと語り継がれてきたものをデ
スイデーリ姉妹としてはそう易々と手離すわけにはゆかなかったためであっ
た。もう 1つは，金額の点で折りあいがつかなかったからであった。それで
も結局は彼女らの友人やトスカーナ書誌局の職員ローディ (TeresaLodi)ら
の熱意と配慮がデスイデーリ姉妹のためらいを圧倒し，また地元のペッシャ
30) Cf. Stanghellini, op. cit., 〔1970,〕pp. 5-6; 1973, pp. 250-251. つぎの諸文献をもあわ
せて参照。 Chiostri,op. cit., p. 〔22砂 CarloPellegrini,'II contributo italiano agli 
studi sul Sismondi,'negli Atti de! colloquia internazionale sul Sismondi, pp. 〔203〕ー
204. 
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貯蓄銀行が推定で2万リラの買いとり額を提示したこともあって， 1931年6
月4日にようやく話しあいがまとまった。その銀行はデスイデーリ姉妹から
取得したシスモンディの文献遺産をただちにペッシャ町立図書館に寄贈し
た。図書館のほうは， 1931年から1934年までの間に24箱の手稿類と3,953点の
書簡と何冊かの書物とを受け入れた。これらのものが，館長のマニャーニ自
身の手で慎重に整理されたうえで世界中の研究者に公開されることとなった
のである。31)
以上，本節においては， 1870年代初頭のヴァルキューサの屋敷に保存され
ていたシスモンディの文献遺産がデスイデーリ家の人々の手を経てペッシャ
の町立図書館のほうに移管されるようになるまでの経緯を，イタリアの研究
者たちによる調査研究に依拠しながら辿ってきた。その結果，問題の文献遺
産は1870年代半ば以降1931年6月4日まではそれの相続人たちの警戒心のた
めに，そしてまたペッシャ町立図書館への移管後もしばらくの間は館長によ
る整理のために，一般の研究者からは隔離された状態におかれていたという
ことがわかった。いいかえれば，同図書館所蔵の「シスモンディ・コレクシ
ョン」に関連する私自身の疑問のうち， 5番目と 4番目のものがともに解決
されたわけである。 5番目の疑問とは， 1932年刊のサリスのシスモンディ伝
が「仕上げ」の段階に入った頃にはペッシャに存在するシスモンディの文書
類はなぜ「研究者たちにとって利用しうる状態にはなかった」のか， という
ものであった32)。また 4番目の疑問とは，それらの文書類の一部分を活字にお
こして採録したと称する文献の公表が1879年から半世紀余りにわたってとだ
31) Cf. Stanghellini, ibid., 〔1970,〕p. 6; 1973, p. 251. つぎの文献をもあわせて参照。
Pellegrini, ibid., pp. 204-205. なお， 1931~34年にペッシャ町立図書館におさめられた
シスモンディの手稿・書簡等の文書類の目録は，つぎの諸文献に掲載されている。
Calamari,'Fonda Sismondi,'pp. 76-78; Ricci, op. cit., pp. 108-133. 改めていうまでも
なく，後者の文献にみられる目録のほうがはるかに網羅的である。
32)本稿前編， 94~98ページを参照。
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えていたのはなぜか，というものであった33)。これら 2つの疑問は，もはやす
っかり氷解したのである。
だがしかし，残りの 3つの疑問についてはそうはいえない。私にとっての
3番目と 2番目の疑問は，それぞれ，ペッシャではなぜ1970年に「シスモン
ディ国際シンポジウム」が開催されたのか，また，シスモンディにたいする
ペッシャの人々の関心は私が初めてそこを訪れた1988年よりも吉田がみずか
ら訪問したという1972年のほうが格段に高かったとすればそれはなぜなの
か， というものであった34)。この 2つの疑問は，「シスモンディ・コレクショ
ン」の成立過程をまだ1931~34年までしか辿っていないいまの段階において
は当然のことながらぜんぜん解決されてはいない。私にとっての本源的な疑
問，すなわち，そもそもジュネーヴ人であったはずのシスモンディの文書類
がなぜイタリアの小さな田舎町ペッシャの図書館にみいだされるのかという
疑問叫こかんしても，現段階においてはそれはすっかり氷解したとはいいが
たいのである。
そこでこれら 3つの疑問を解消させるために，さらにイタリアの研究者た
ちに拠りながら「シスモンディ・コレクション」の成立過程を最後まで辿っ
てゆくことにする。
(ii) 1931 ~34年以降
スタンゲッリーニらによれば， 1931年から1934年までの間にデスイデーリ
姉妹によってペッシャ町立図書館に引き渡されたのはヴァルキューサの屋敷
に保存されていた文献のすべてではなかった。一部分は，もっぱら感傷的な
理由からであったとはいえ彼女らがこれを死ぬまで手もとに残しておきたい
33)同上， 88~94ペー ジを参照。
34)同上， 85~88ページを参照。その中の86ページには私の最初のペッシャ訪問の時期
が「1989年」と記されているが，それは誤植かまたは私自身による誤記のせいであった。
35)同上， 82~85ペー ジを参照。
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といって一歩も譲らなかったのである。もちろん彼女らは，自分たちの死後
においてはその部分が間違いなく町立図書館に移管されるようにいまから手
を打っておくという言質を，何度も繰り返しマニャーニほかの関係者に与え
ていたのではあったが。36)
数年後，デスイデーリ姉妹のうちの 1人が亡くなり，あとに遺されたもう
1人のほうもひどい鬱病のために入院を余儀なくされた。そこでペッシャ町
は，終身年金収受契約に基づいてヴァルキューサの屋敷とその中の一切のも
のとを取得しようとした。だが，そのための手続きが完了する前にデスイデ
ーリ姉妹の従妹にあたるクーネゴンダ・モーキ (CunegondaMochi)が現わ
れて，図書館に移管されずにヴァルキューサの屋敷に残されたままとなった
文書類には自分たちの家など幾つかの家族の利害に関わる私的な性格のもの
が含まれていると述べながら，当該書類の所有権を主張すると同時に町への
引き渡しを拒否する構えをみせた。この件で入院中のデスイデーリの後見役
を担うことになったペッシャの下級判事は，ヴァルキューサの屋敷にみられ
るすべての文書類を蓋つきの箱の中に封印のうえ司法当局のほうに引き渡す
ようにと指示した。こうしてペッシャ町とモーキとの争いは法廷に持ち込ま
れた。それは，デスイデーリ姉妹の最後の 1人の死によって1957年に同家の
血縁が絶えたあともさらに10年間続いた。その間の1960年にはピストイア地
方裁判所の予審判事が，当時の国立ピストイア文書館長のリストーリ (Renzo
Ristori)を官選鑑定人に指定した。リストーリはみずからに託された文書類
を綿密に比較検討したあげ<'それらを「シスモンディ文書」，「フォールテ
ィ文書」，「デスイデーリ文書」，「ムニャーイ文書」，「マルテッリーニ文書J
という 5つのグループに細分化した。37)けだし，ヴァルキューサの屋敷には歴
36) Cf. Stanghellini, op. cit., 〔1970,〕p. 7; 1973, p. 252. 
37) Cf. ibid., 〔1970,〕pp. 7-8; 1973, p. 252. つぎの諸文献をもあわせて参照。 Chiostri,op. 
cit., p. 〔226〕； Margherita Chiostri, Premessa alla sua edizione di J.C. L. Simonde de 
Sismondi, Un viaggio d'altri tempi, 18 lettere-diario inedite, Pescia, 1983, p. 5. 
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代の入居者によって相続されたりそれぞれの実家から持ち込まれたりした文
献遺産が，相互に入り交じったままの状態で残されていたのであろう。
裁判はペッシャの人々がその成り行きを見守る中， 1967年に同町とモーキ
との和解という形で終結した。和解の内容は，鑑定済みの文書類のすべてを
ペッシャ町に引き渡すことをモーキが了承する代わりにペッシャ町のほうは
裁判にかかった費用の全額を負担する，といったものであった。したがって
裁判の終結はペッシャの町民の同意を，ないしは町議会の承認を前提とする
事柄であった。顧みれば1966年12月30日に同地で開催された公開の会合にお
いては，町長の任を辞したばかりのインチェルピ(UmbertoIncerpi)が，「18
世紀と19世紀のペッシャでの様々な出来事に関連する桁はずれに貴重な書簡
集を確実に町のものにすること……を承認しようという議会の提案に，私は
最大限の同意と賞賛の意を表明するものである」と発言していた。同じ会合
の席で当時の町長シルヴェストリ (NiloSilvestri)のほうは，「町としては著
述家シモンドゥ・ドゥ・シスモンディのパーソナリティーの独特な，本当の
意味で完全な，そしてまた重要な枠組を研究者たちに自由に利用してもらえ
るように彼の文献資料のすべてを手に入れなければならないのである」とカ
説して町民の理解を熱心に求めていた。それに応えてペッシャの全町民が，
なおも裁判所に保管されたままとなっていた文書類のひきとりに同意し
t・38) 
~o 
こうして最終的にペッシャ町のものとなった例の 5つの家族の文書は，裁
判所で再び3つの箱に入れられ，かつまた封印を施されて1967年4月30日に
町立図書館に運び込まれた。開封してみると， リストーリによって「シスモ
ンディ文書」と呼ばれたところのものは， 1,517点の手紙とシスモンディの母
親および妹の67冊の日記帳と何点かの手稿類とから成っていた。これらの書
類は他の4つの家族の文書とともに，館員によって整理しなおされたうえで
38) Cf. Stanghellini, ibid., 〔1970,〕pp. 7-8; 1973, pp. 252-253. 
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先述の1931~34年受け入れのシスモンディ自身の蔵書・手稿・書簡類の傍ら
に配置された。39)つまり， 1931年前半の時点においてはデスイデーリ姉妹の許
可を得てヴァルキューサの屋敷に足を踏み入れたイタリアのごく少数の研究
者の目に触れられていただけにすぎなかった文書類と書物が，これですっか
りペッシャ町立図書館のほうに移管され，そこを訪問する世界中のすべての
研究者の自由な閲覧に供されるようになったというわけなのである。
そうだとしたなら，イタリアの研究者の積年の願いであったばかりでなく
ペッシャの町民の全員の望みでもあったシスモンディの文献遺産の移管の成
就を記念して近いうちに同地で国際的な規模の催しを行ってはどうかといっ
た話がもちあがったのも不思議なことではない。ペッシャ町立図書館での新
たな受け入れ文書の一般公開が始まったあとの1969年，イタリアの学界で最
も権威のある機関の 1つとされているローマの国立アッカデーミア・デイ・
リンチェイの副院長の地位にあったチェルッリ (EnricoCerulli)教授がみず
からその図書館を視察に訪れた。彼は，応待にあたった館長のプピッリ
(Giulio Cesare Pupilli)教授から 2年前の文書受け入れの経緯についての詳
しい説明を受けて，シルヴェストリ町長をはじめとするペッシャの人々の総
意に基づく英断を，イタリアの他の市町村によって模範とされるべき事例の
1つと称して高く評価した。とりわけ，ペッシャの地に残されたシスモンデ
ィのありとあらゆる文献遺産を研究者に自由に利用してもらえるようにしよ
うとの趣旨には研究者の 1人として深い感動を覚え，彼らの好意に応えるた
めにも関係分野の研究者仲間はできるだけ早い時期に同地に集結して研究の
成果を披露すべきであろうと考えた。一方のプピッリ教授はといえば，ペッ
シャの町民から図書館の管理を任された者として彼は，恐らく件の文献遺産
39) Cf. ibid., 〔1970,〕p. 8; 1973, p. 253. なお， 1967年にペッシャ町立図書館におさめら
れた 5つの家族の文書の目録はつぎの文献に掲載されている。 Ricci,op. cit., pp. 133-
139. 
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がすべて館内に調えられた頃から，そのことを内外の研究者に印象づけるた
めにも近い将来に地元でシスモンディにかんする国際的なイヴェントを催す
必要があると考え，機をうかがっていたに違いない。いずれにせよ彼ら 2人
の間においては，翌年の夏休み明けにペッシャの町で「シスモンディ国際シ
ンポジウム」を開催するということで話がまとまった。その構想は，プピッ
リ教授の周到な準備により， 1970年9月8~10日に実現された。40)こうして，
ペッシャではなぜ同年に「シスモンディ国際シンポジウム」が開かれたのか
という私の 3番目の疑問が解消されたわけである。
ところで，先程からたびたび拙論の主たる拠りどころとされてきたスタン
ゲッリーニの調査研究は，ほかでもなくいま言及したばかりの「シスモンデ
ィ国際シンポジウム」の席において報告されたものなのである。その中で彼
女はさらに，つぎのようなことを付言していた。すなわち，マニャーニによ
れば，ペッシャ町立固書館への引き渡しにデスイデーリ姉妹が難色を示した
ことから彼女らの手もとに残されたままとなってしまった書類にはカルロ・
デスイデーリあてのヴィッラーリの手紙が含まれているはずであるが，まさ
にその手紙の中にこそ，シスモンディ文書の謎を解くかぎの 1つが潜んでい
るに相違ない，ということであった。だがリストーリの作成にかかる鑑定報
告書のほうには，肝心のヴィッラーリの手紙にかんする記述はなにひとつ盛
り込まれていなかった。このため，当の手紙の在りかをみずからつきとめよ
うとした。けれどもやがて，乗り越えることのできない壁にぶつかった。と
同時に，思わぬ幸運が転がり込んでもきた。カルロ・デスイデーリの夫人マ
リーア・バルトロッツィから彼女の実弟であるフランチェスコ (Francesco
Barto Iozzi)に何点もの「シスモンディあての手紙」が贈られていた，という
40) Cf.'Saluto <lei Sindaco di Pescia, Comm. Nilo Silvestri,''Parole del Presidente <lei 
Colloquio, Enrico Cerulli,'e'Parole <lei 〔珈deratore,〕 Prof. A. M. Ghisalberti,' 
negli Atti de! colloquia internazionale sul Sismondi, pp. 〔7〕-I I.
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ことが判明したのである。そこで急きょ，これらの手紙の行方を捜してみる
ことにした。果たしてそれらは，ペッシャからはかなり隔たったところにみ
いだされえた。埃を払って数を数えてみると， 64点もあった。ここではその
すべてを列挙するほどの余裕はない。とはいえつぎのことだけは本報告に加
えておきたい。そこには「1824年6月15日付のフォスコロの手紙」，カルロ・
デスイデーリによって『ラ・ヴァルディニェーヴォレ』に公表された「マッ
ツィーニの手紙」と「ナポレオン・ルイ・ボナパルトの手紙」などが交じっ
ていたのである，と。41)これに依拠するなら1970年9月の時点においては，前
掲の「ナポレオン一世の手紙」は依然として所在不明のままであったものの，
1870年代中頃からの半世紀余りの間にヴァルキューサの屋敷から姿を消して
しまったと前述された 3点の手紙のほうはフランチェスコ・バルトロッツィ
ゆかりの家に実在するということが，すでに明らかにされていたようである。
では，この3点を含む一群の手紙はその後どうなったのであろうか。
ペッシャでの「シスモンディ国際シンポジウム」の開催から10年の歳月を
経たのちに同地の町立図書館所蔵の「シスモンディ・コレクション」の目録
を公にすることになったリッチによれば，バルトロッツィ家所蔵のシスモン
ディあての手紙と彼自身の手紙の下書きとから成る64点の文書は， 1971年7
月20日にまたもやペッシャ貯蓄銀行によって買いとられ，時を移さず町立図
書館に寄贈された42)。それらは，すでにその図書館におさめられていたシスモ
ンディ家の蔵書・手稿・書簡類ならびに他の 4つの家族の文書と合して 1つ
となった。ペッシャ町立図書館所蔵の「シスモンディ・コレクション」は，
このようにしてようやく 1971年7月に成立したのである。
したがって，シスモンディにたいするペッシャの人々の関心は私が初めて
41) Cf. Stanghellini, op. cit., 〔1970,〕pp. 9-11; 1973, pp. 254-255. 
42) Cf. Ricci, op. cit., p. 107. なお，この文献の 139~140ページには， 1971年にペッシ
ャ町立図書館におさめられたシスモンディ関係の書簡類の目録が掲載されている。
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そこを訪れた1988年よりも吉田がみずから訪問したという1972年のほうが格
段に高かったとしても，それは決して不可解なことではない。ペッシャ町立
図書館への1931~34年と1967年との 2度にわたるシスモンディの文献遺産の
移管の過程，わけてもヴァルキューサの屋敷に残されていた文書の帰属をめ
ぐる1950年代から1967年までの裁判の過程において徐々に広がりと高まりを
みせていったペッシャの人々のシスモンディにたいする関心は，彼らの小さ
な田舎町での「シスモンディ国際シンポジウム」の開催を，そしてまた同じ
町の図書館への3度目の文書移管とそれに伴う「シスモンディ・コレクショ
ン」の成立を機縁として1970~71年の頃に頂点に達し，その後は段々と薄ら
いできたのであろう。そうだとしたなら，私の 2番目の疑問が解決されたこ
とになる。
以上，本稿のIとIVの2つの節においては主としてイタリアの研究者たち
の調査研究に依拠しながら，ペッシャ町立図書館所蔵の「シスモンディ・コ
レクション」の成立過程をそれの本源的なところから辿りなおしてきた。そ
の中で詳しく述べたように，正真正銘のジュネーヴ人であるシスモンディに
よってジュネーヴ郊外シェーヌの彼の自宅とペッシャ郊外ヴァルキューサの
彼の屋敷とに残された文献遺産は， 1842年からの11年の間にその大部分がペ
ッシャのデスイデーリ家に伝えられ，さらにそのまた大部分が1931年からの
40年の間にデスイデーリ家から直接にであれ間接にであれペッシャ町立図書
館のほうに伝わった。こうして1971年に成立をみた同図書館所蔵の「シスモ
ンディ・コレクション」は，爾後，現在に至るまで何らの変更をも蒙ること
がなかった。したがって，そもそもジュネーヴ人であったはずのシスモンデ
ィの文書類がなぜイタリアの小さな田舎町ペッシャの図書館にみいだされる
のかという私の本源的な疑問は，いまやすっかり氷解したといえるわけなの
である。
〔本編は， 1995年度学部共同研究費による研究の成果の一部分である。〕
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